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編 集 後 記

　今回の特集は「小児の鎮静」です．日常診療で鎮
静を必要とする場面は多彩で，そのいずれにおいて
も安全が何より優先されることは明らかです．その
ような視点で，日常診療に役立つことを第一に，こ
の領域で多くの経験，実績をお持ちの先生方に執筆
をお願いしました．
　まず久我修二先生には医療安全の観点から，海外
における取り組みを紹介していただき，整備が遅れ
ているわが国の現状と取り組みについて概説いただ
きました．わが国では「医療安全に真正面から取り
組むのは小児科医である」というお言葉が大変印象
的でした．
　救急外来での鎮静について執筆していただいた萩
原佑亮先生は「予定外，制約，不利な条件」という
言葉でその特徴を表現されており，まさに的を射た
ものであると感じました．そのような特徴を踏まえ
て，救急における小児鎮静を安全に行うための系統
的アプローチについてまとめていただき，さらにケ
タミン鎮静についても詳しくご説明いただきました．
　小泉　沢先生には，集中治療で行われる鎮静の目
的を明示していただき，適切な鎮静深度を達成する
ことの重要性とその方法について説明していただき
ました．過剰な鎮静を避け安全な医療を提供するた
めに，集中治療を受ける小児の苦痛をできるだけ和
らげるために，いずれも必須の知識であると感じま

した．
　心疾患を有する小児に深い鎮静を行う心臓カテー
テル検査は特殊な条件とも言えます．正谷憲宏先生
には，鎮静深度を事前に正しく評価することの重要
性とその段取り，さらに深鎮静と全身麻酔の違い，
深鎮静に伴うリスクについても分かり易く解説して
いただきました．
　画像検査の際の鎮静は，小児鎮静の中で最も頻用
されるものと思われます．加久翔太朗先生には MRI
検査に用いられる鎮静を中心に概説いただきまし
た．ここでも事前のリスク評価の重要性が強調され
ています．鎮静前の経口摂取の制限方法，鎮静中の
モニタリング方法など，分かり易く説明していただ
きました．
　鎮静中モニタリングの重要性については，いずれ
の先生も強調されているところですが，特集の締め
くくりとして荻原重俊先生には，鎮静中の有害事象
を事前に察知し回避することの重要性と，それを可
能にする新たなモニタリング技術についてご紹介い
ただきました．
　子どもの健康を守る小児医療が，鎮静という手段
によって子どもを危険にさらすことのないよう，全
ての小児科医の方々に目を通していただきたい特集
となったと自負しております．

（高橋　孝雄）

988

2026/09/15 07:55:08


